
令和４年度 石川県立ろう学校

　さわやかな秋晴
あきば

れが続
つづ

く季節
きせつ

になりました。

　好
す

ききらいせず

　残
のこ

さず

　食
た

べる

　間食
かんしょく

には、食事
しょくじ

で不足
ふそく

しやすい栄養素
えいようそ

（カルシウムなど）を補
おぎな

ったり、生活
せいかつ

を楽
たの

しくしたり、疲
つか

れた体
からだ

を少
すこ

し元気
げんき

にする働
はたら

きもあります。

　「間食
かんしょく

４つのポイント」を参考
さんこう

して、自
じぶ

分
ん

の生活
せいかつ

に上手に組
く

み込
こ

みましょう。

 食
た

べた後
あと

は歯磨
はみが

きやうがいも忘
わす

れずに

　食品
しょくひん

ロス削減
さくげん

の日
ひ

　１０月
がつ

３０日
にち

（１０月
がつ

は食品
しょくひん

ロス削減月間
さくげんげっかん

）

間食
かんしょく

（おやつ）の役割
やくわり

を知
し

り、上手
じょうず

に食
た

べよう！

国民一人
こくみん　ひとり

あたりの

食品
しょくひん

ロス量
りょう

　「読書
どくしょ

の秋
あき

」、「スポーツの秋
あき

」や「芸術
げいじゅつ

の秋
あき

」と、秋
あき

はいろいろなことに取
と

り組
く

むのに良
よ

い季節
きせつ

です。また、

米
こめ

や野菜
や さい

、果
くだ

物
もの

など美味
おい

しい旬
しゅん

の食材
しょくざい

がたくさん出回
でまわ

る「実
みの

りの秋
あき

」でもあります。食
た

べ過
す

ぎには気
き

を付
つ

け

て、三食
さんしょく

や間食
かんしょく

（おやつ）で秋
あき

の味覚
みかく

を楽
たの

しみましょう。

　食品
しょくひん

ロスとは、期限
きげん

切
き

れや食
た

べ残
のこ

しなどにより、まだ食
た

べることができるのに捨
す

てられる食
しょく

品
ひん

のことです。

　日本
にほん

の食品
しょくひん

ロス量
りょう

は、約
やく

522万
まん

トンで、栄養不足
えいようぶそく

の人
ひと

に対
たい

する世界全体
せかいぜんたい

の食
しょ

料援助量
くりょうえんじょりょう

約
やく

420万
まん

トンより多
おお

い状況
じょうきょう

です。（食料
しょくりょう

問題
もんだい

）

　また、国民
こくみん

一人あたりであらわすと、１日
にち

約
やく

113ｇ（茶碗一杯分
ちゃわんいっぱいぶん

のごはんの量
りょう

に

近
ちか

い量
りょう

）を捨
す

てていることになります。

　食品
しょくひん

を捨
す

てることは、その生産
せいさん

に使
つか

われた土地
とち

、水
みず

、エネルギーなど貴重
きちょう

な資源
しげん

も無駄
むだ

にしていることになります。（環境
かんきょう

問題
もんだい

）

　今
いま

、食料問題
しょくりょうもんだい

や環境問題
かんきょうもんだい

にもつながる食品
しょくひん

ロスを減
へ

らすことが、求
もと

められており

（「食品
しょくひん

ロスの削減
さくげん

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（食品
しょくひん

ロス削減推進法
さくげんすいしんほう

）」令和
れいわ

元年
がんねん

10

月
がつ

1日施行
ついたちせこう

）、私
わたし

たちができることの一
ひと

つに、好
す

ききらいせず 残
のこ

さず食
た

べることがあり

ます。

　自分
じぶん

の体
からだ

のためはもちろん、食品
しょくひん

ロス削減
さくげん

に貢献
こうけん

するためにも、苦手
にがて

な食
た

べ物
もの

を今
いま

より一口
ひとくち

でも多
おお

く食
た

べるチャレンジをし、残
のこ

す量
りょう

を減
へ

らしましょう。

 １日
　　　にち

約
やく

１１３ｇ

 わたしたちにできること

目安は200kcal

出典：「食品ロス及びリサイクルをめぐる情勢」（令和４年８月農林水産省）


